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　都道府県の経済規模を示す指標に「県民所得」があ
ります。これは私たちの給与である「雇用者報酬」、資
産運用による「財産所得」、そして企業の利益である「企
業所得」の合計であり、首都圏の雄である埼玉県は22
兆円、全国5位の地位にあります（図表 1）。因みに、
1位の東京都が81兆円で、以後、神奈川県（30兆円）、
愛知県（27兆円）、大阪府（27兆円）となります。
　もっとも、県民一人ひとりの経済的豊かさとなると
話は別でして、県民所得を人口で割った「1人当たり
県民所得」は、全国平均を下回る305万円、都道府県
順位は19位まで後退します。この背景としてはいく
つかあると思いますが、多くの埼玉県民が東京の会社
で働き、それによって埼玉県でなく東京都の所得を押
し上げているという点は大きいのではないでしょうか。
　2020年国勢調査によれば、埼玉県民 734万人の
15％に当たる108万人が、日中を東京都で過ごして
おり、その結果、埼玉県の昼夜間人口比率は、全国最
低の87.9％となっています。東京の会社で働くたく
さんの埼玉県民は報酬を貰いますが、会社のもうけは
東京都のものです。ですから、県民所得に占める企業
所得の割合をみますと、東京都では38.3％であるの
に対し、埼玉県ではその半分の19.2％となっていま
す。このため1人当たり県民所得を増やすためには、
県内で企業を育成したり、県外から企業を呼び込んだ

りして、埼玉県の企業所得を増やすことが重要です。
埼玉の皆さんには、埼玉の会社をもうけさせていただ
かないといけません。
　こうした中、このほど、①埼玉県における企業の転
入超数は過去10年間累計で514社あり、これは全国
2位にランクされる、との調査結果が帝国データバン
クによって公表されました。また、最近3年間のデー
タをより詳しくみてみると、②毎年200社前後ある
転入企業数の8割は東京都からであり、東京都に対
して安定的な転入超となっていることがわかります
（蛇足ながら、「東京に勝った」というこの感覚は、な
かなか気持ちがいいものですね）。
　もちろんこうした数字は、まだまだ兆円単位の県民
所得を左右するようなサイズではありませんが、望ま
しい方向にあることは間違いありません。行政の取り
組みや都市としての魅力アップが追い風となって、県
外企業の転入が勢いを増すことを期待します。これと
スタートアップの増加が重なり、県民所得が雇用者報
酬と企業所得のバランスが取れた形で成長すれば、埼
玉県は1人当たり県民所得においても着実にポジショ
ンを高めていくことになるでしょう。

「過去10年の企業の転入超、埼玉県が全国2位」はグッドニュース
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■ 株式会社サカモト　
　 代表取締役社長　坂本　幸
      〒 357-0031　飯能市山手町 25-21　
　 https://eco-sakamoto.co.jp（武蔵野銀行 飯能支店取引先）
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　西川材は、埼玉県が抱く豊かな森林の象徴だ。入間川、高麗川、越
お っ ぺ

辺川

の流域で育った杉や檜
ひのき

は、荒川を使って運ばれ、古くから江戸、東京の旺

盛な木材需要を満たしてきた。西川材という名は、江戸から見て西の川か

ら運ばれてくる材木という意味であるが、水運の利便性だけでブランドは

生まれない。寒暖差の激しい飯能地域の気候と林業家の技術によって、そ

の品質は吉野や秋田などわが国有数の優良材に匹敵するという点が肝心だ。

　洗練されたデザインの格子戸、 框
　かまち

戸、障子、

ドアなどなど。株式会社サカモトの「西川材オー

ダーメイド建具」は、視覚と嗅覚を通して、い

つでも豊かな森林を感じさせてくれる。飯能の

原木市場で買い付けられ、製材された西川材が、

このみち数十年の名工から気鋭の若手まで合計

10人の職人の手によって美しい建具になる。ク

ライアントは林業地にも案内されるため、素材

のもとの「顔」や香りを確かめることもできる。

　株式会社サカモトは、地元飯能の木工所で職人をしていた初代が 1961

年に創業。1990年代に後を継いだ坂本勉・現会長は、木製建具の用途を住

宅から商業施設、公共施設へと一気に拡げた。その長女、坂本幸さんが三

代目社長となったのは2023年だが、実のところ、地産の西川材を再発見し、

製品価値に結びつける地道な取組みをしてきたのは幸さんである。飯能の

森を起点に、スタッフ全員が心を一つにして「夢ある

もの創り」、「人を中心に

考えた空間」、「サーキュ

ラーエコノミー」を探求

し続ける。

図表 1　県民所得計算

図表 2　埼玉県への本社移転の動向

■埼玉県の順位

■本社転入超上位 3 都道府県（2015 年～ 2024 年の累計社数）

■県民所得の構成 (2021 年度）

（資料）内閣府「県民経済計算（平成 23 年度 - 令和 3 年度）」 （資料）帝国データバンク大宮支店「埼玉県・本社移転企業調査（2015 年～ 2024 年）」

■最近 3 年間の転入・転出状況数
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1 人当たり
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埼玉県への転入

　  うち東京都 (A)

埼玉県からの転出
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